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8.1.5 植 物 

1. 重要な種及び重要な群落（海域に生育するものを除く。） 

(1) 調査結果の概要 

① 種子植物その他主な植物に関する植物相の状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺とした。 

(b) 調査方法 

第 8.1.5-1 表に示す文献その他の資料から、対象事業実施区域及びその周辺において

生育記録のある種を調査地域の生育種とし、抽出した。 

 

第 8.1.5-1 表 植物相に係る文献その他の資料 

資  料  名 対象データ 

① 

「環境省自然環境局生物多様性センター生物多様性情報システム 

自然環境保全基礎調査データベース「第6・7回植生調査重ね合わせ

植生」」（http://gis.biodic.go.jp/webgis/） 

平戸市の以下に示す各地域

の範囲とした。 

志々伎、紐差※ 

津吉町 

田代町 

前津吉町 

船木町 

大川原町 

敷佐町 

上中津良町 

下中津良町 

② 
「長崎県植物誌」 

（外山三郎著 長崎県生物学会・長崎県理科教育協会発行、昭和55年） 

③ 
「長崎県植物誌ノート(1)～(30)」 

（長崎県生物学会誌、昭和62年～平成19年） 

④ 
「ながさきの希少な野生動植物 レッドデータブック 2001」 

（長崎県、平成 13 年） 
平戸市・九十九島地域 

⑤ 
「長崎県レッドデータブック 2011 ながさきの希少な野生動植物［普
及版］」（長崎県、平成 24 年） 

平戸地域（平戸市、平戸島、

平戸） 

⑥ 「森林生態学」（堤利夫、平成元年） － 

⑦ 「日本の植物区系」（前川文夫、昭和 52 年） － 

⑧ 「長崎県の生物」（長崎県生物学会、平成元年） 平戸島 

⑨ 
「西海国立公園平戸・九十九島地域管理計画書」 

（九州地方環境事務所、平成 25 年 5 月） 
平戸市 

⑩ 「長崎県植物誌 2015」（中西弘樹著 長崎新聞社発行、平成 27 年） 平戸 

注：※ 国土地理院発行の 1/50,000 及び 1/25,000 の地形図名称 
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(c) 調査結果 

調査地域において確認された植物は、第 8.1.5-2 表のとおり 1,133 種であった。 

 

第 8.1.5-2 表 文献その他の資料による植物相の調査結果 

分  類  群 種数 主 な 確 認 種 

シダ植物 83 ヒカゲノカズラ、イヌシダ、トラノオシダ 

種子植物 

裸子植物 10 アカマツ、ヒノキ、イヌガヤ 

被子植物 
双子葉植物 

離弁花類 430 スダジイ、アケビ、アカメガシワ、ヤブツバキ 

合弁花類 285 オカトラノオ、ハマヒルガオ、オグルマ 

単子葉植物 325 ヤナギスブタ、ツユクサ、ナギラン 

合   計 1,133   

 

b. 現地調査 

(a) 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺 300m の範囲とした。 

(b) 調査地点 

平成 25 年度の調査では、任意観察調査の踏査ルートとした（第 8.1.5-1 図）。 

(c) 調査期間 

平成 25 年調査 

春季調査 ：平成 25 年  4 月 22 日～5 月 3 日 

夏季調査 ：平成 25 年  8 月 12 日～ 17 日 

秋季調査 ：平成 25 年 10 月 21 日～ 26 日 

追加調査 

平成 28 年 11 月  5 日～ 6 日 

平成 29 年  9 月  7 日～ 8 日 

令和元年  5 月 14 日～16 日 

(d) 調査方法 

対象事業実施区域及びその周辺 300m の範囲を任意に踏査し、目視により確認され

た植物（シダ植物以上の高等植物）の種名と生育状況を調査票に記録した。 

 

 

 



8.1.5-3 

(726) 

 

第 8.1.5-1 図 植物相調査地点
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(e) 調査結果 

対象事業実施区域及びその周辺 300m における植物相の調査結果は、第 8.1.5-3 表の

とおり 149 科 790 種であった（変種、品種も 1 種として計上）。 

調査範囲の標高は 10～400m 程度で、山地の樹林環境が多くを占めている。確認種は

尾根筋から斜面にかけては、木本類ではスダジイ、マテバシイ、アラカシ、ウラジロガ

シ、タブノキ、ヤブツバキ、サザンカ、ヒサカキ等の常緑広葉樹やコナラ、アカシデ、

カゴノキ、カラスザンショウ、ハゼノキ等の落葉広葉樹のほか、植栽されたスギ、ヒノ

キの常緑針葉樹が確認された。草本類ではニオイタチツボスミレ、コップモエギスゲ、

ミヤマウズラ、ツルリンドウ、シラヤマギク、ガンクビソウ、ナギナタコウジュ、コシ

オガマ、オトコエシ、シロヨメナやシダ植物のトウゲシバ、ウラジロ、コシダ、オオカ

グマ、イシカグマ、オオハナワラビ、フモトシダ等が樹林下にみられた。尾根上や斜面

の露岩地ではイトラッキョウ、ダンギク、ヤマジノギク、イブキジャコウソウ、ウンゼ

ンマンネングサ、ボウランやシダ植物のイワヒバ、カタヒバ、ヒトツバ等が確認された。 

また周辺の水田やため池ではミソハギ、キカシグサ、ヒメミソハギ、タウコギ、アブ

ノメ、アゼナ、ウリカワ、ハリイ、シカクイ、イヌホタルイ等の湿生草本や、ホザキノ

フサモ、ホッスモ、イトトリゲモの水草類も確認された。 

 

第 8.1.5-3 表 植物相の調査結果 

分類群 

平成 25 年 
全体 

主な確認種 春季 夏季 秋季 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 

シダ植物 18 65 18 64 19 69 21 87 
トウゲシバ、イワヒバ、ウラジ

ロ、フモトシダ、ワラビ 

種
子
植
物 

裸子植物 5 6 6 7 5 7 6 8 
アカマツ、スギ、ヒノキ、イヌ

マキ、イヌガヤ 

被
子
植
物 

双
子
葉
植
物 

離弁花類 61 203 67 218 65 232 73 316 
ツブラジイ、タブノキ、ヒサカ

キ、テリハノイバラ、アオキ 

合弁花類 25 104 27 125 25 132 29 189 
イズセンリョウ、テイカカズ

ラ、アリドオシ、ツワブキ 

単子葉植物 11 89 19 116 15 118 20 190 
キチジョウソウ、ツユクサ、セ

キショウ、ナギラン、コクラン 

合計 120 科 467 種 137 科 530 種 129 科 558 種 149 科 790 種 - 
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② 植生の状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺とした。 

(b) 調査方法 

第 8.1.5-4 表のとおり文献その他の資料から、対象事業実施区域及びその周辺の植生

を抽出した。 

 

第 8.1.5-4 表 植生に係る文献その他の資料 

資  料  名 対象データ 

① 

環境省自然環境局生物多様性センター生物多様性情報システム 

自然環境保全基礎調査データベース「第6・7回植生調査重ね合わせ植生」

（環境省自然環境局HP、閲覧：令和元年7月） 

平戸市の以下に示す各地

域の範囲とした。 

志々伎、紐差※ 

津吉町 

田代町 

前津吉町 

船木町 

大川原町 

敷佐町 

上中津良町 

下中津良町 

② 
「長崎県植物誌」 

（外山三郎著 長崎県生物学会・長崎県理科教育協会発行、昭和55年） 

③ 
「長崎県植物誌ノート(1)～(30)」 

（長崎県生物学会誌、昭和62年～平成19年） 

④ 
「長崎県レッドデータブック2011 ながさきの希少な野生動植物［普及

版］」（長崎県、平成24年） 
平戸市・九十九島地域 

⑤ 
「【改訂版】長崎県レッドリスト （維管束植物、貝類一部修正後）」 

（長崎県環境部自然環境課、平成 25 年） 

平戸地域（平戸市、平戸島、

平戸） 

⑥ 「森林生態学」（堤利夫、平成元年） － 

⑦ 「日本の植物区系」（前川文夫、昭和 52 年） － 

⑧ 「長崎県の生物」（長崎県生物学会、平成元年） 平戸島 

⑨ 
「西海国立公園平戸・九十九島地域管理計画書」 

（九州地方環境事務所、平成 25 年 5 月） 
平戸市 

⑩ 「長崎県植物誌 2015」（中西弘樹著 長崎新聞社発行、平成 27 年） 平戸 

注：※ 国土地理院発行の 1/50,000 及び 1/25,000 の地形図名称 
 

 

(c) 調査結果 

調査地域の植生は第 8.1.5-2 図に示す。 
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第 8.1.5-2 図(1) 文献その他の資料による植生図 

「第 6・7 回植生調査重ね合わせ植生」（環境省自然環

境局 HP、閲覧：令和元年 7 月）より作成 
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第 8.1.5-2 図(2) 文献その他資料による植生図（拡大 1）  

「第 6・7 回植生調査重ね合わせ植生」（環境省自然環

境局 HP、閲覧：令和元年 7 月）より作成 
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第 8.1.5-2 図(3) 文献その他資料による植生図（拡大 2）  

「第 6・7 回植生調査重ね合わせ植生」（環境省自然環

境局 HP、閲覧：令和元年 7 月）より作成 
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第 8.1.5-5 表 植生図凡例 

植生区分 図中 No. 凡例名 
統一 

凡例 No. 

ヤブツバキクラス域自然植生 
 

1 オニヤブソテツ－ハマビワ群集 340301 

ヤブツバキクラス域代償植生 
 

2 シイ・カシ二次林 400100 

  
 

3 ハクサンボク－マテバシイ群落 400401 

  
 

4 アカメガシワ－カラスザンショウ群落 410700 

  
 

5 メダケ群落 430200 

  
 

6 ネザサ－ススキ群集 450102 

  
 

7 チガヤ－ススキ群落 450103 

  
 

8 メガルカヤ－ススキ群集 450104 

  
 

9 伐採跡地群落（Ⅶ） 460000 

河辺・湿原・沼沢地・砂丘植

生  

10 ミゾソバ－ヨシ群落 470401 

  
 

11 塩沼地植生 480000 

  
 

12 ナガミノオニシバ群集 480302 

  
 

13 アマモクラス 480400 

  
 

14 ハチジョウススキ群落 500301 

植林地・耕作地植生 
 

15 スギ・ヒノキ植林 540100 

  
 

16 クロマツ植林 540300 

  
 

17 竹林 550000 

  
 

18 路傍・空地雑草群落 570100 

  
 

19 放棄畑雑草群落 570101 

  
 

20 果樹園 570200 

  
 

21 畑雑草群落 570300 

  
 

22 水田雑草群落 570400 

  
 

23 放棄水田雑草群落 570500 

その他 
 

24 市街地 580100 

  
 

25 緑の多い住宅地 580101 

  
 

26 造成地 580400 

  
 

27 開放水域 580600 

  
 

28 自然裸地 580700 

注：1．図中 No.は文献その他の資料による植生図内の番号に対応する。 

2．統一凡例 No.は「生物多様性情報システム自然環境保全基礎調査 植生調査（植生自然度調査）」（環境

省 HP 閲覧：令和元年 9 月）の 1/25,000 に示される 6 桁統一番号（凡例コード）を示す。 
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b. 現地調査 

(a) 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺 300m の範囲とした。 

(b) 調査地点 

植生調査地点は第 8.1.5-3 図に示す。 

(c) 調査期間 

平成 25 年調査 

秋季調査 ：平成 25 年 11 月  7 日～ 8 日 

(d) 調査方法 

現存植生図は、航空写真を判読によって植生及び裸地等の境界を決定し、現地調

査により加筆・修正することにより作成した。 

植生調査は、調査地域内に存在する各植物群落を代表する地点において、ブラウ

ン－ブランケの植物社会学的手法に基づき、コドラート内の各植物の被度・群度を記

録することにより行った。コドラートの大きさは、対象とする群落により異なるが、

樹林地で 10m×10m から 20m×20m、草地で 1m×1m から 5m×5m 程度をおおよその目

安とした。各コドラートについて生育種を確認し、階層の区分、各植物の被度・群度

を記録した。 
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第 8.1.5-3 図 植生調査地点
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(e) 調査結果 

調査範囲の標高は 10～400m 程度で、ヤブツバキクラス域の植生が成立する地域で

あり、現地調査の結果、9 群落 6 土地利用に区分された。 

調査範囲は主にシイ・カシ二次林、スギ・ヒノキ植林が主体となった植生で構成さ

れており、その他にタブノキ－ヤブニッケイ二次林、ハクサンボク－マテバシイ群落、

竹林、アカメガシワ－カラスザンショウ群落、メダケ群落といった代償植生が多くを

占めていた。また、調査範囲の海に面した東側斜面では、石組みにより段状となった

人工的な地形が見られ、過去に果樹園、耕作地として広く利用されていた形跡も見ら

れた。 

一方、草本群落では山裾にチガヤ－ススキ群落、放棄水田雑草群落が小面積で分布

していた。第 8.1.5-4 図に、植生及び土地利用形態により調査範囲内を区分した現存植

生図を示す。また、現存植生図の凡例に沿った植物群落の概要は第 8.1.5-6 表のとおり

である。 
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第 8.1.5-6 表 植物群落概要 

植生図凡例 
植生調査 
地点 No. 

概要及び分布状況 

シイ・カシ二次林 Q5、Q 6 上層にツブラジイ、スダジイ、アカガシ、アラカシ等のカシ類を含む常緑広葉樹二次

林である。高木層、亜高木層、低木層、草本層の 4 層又は亜高木層を欠く 3 層構造か

らなる。群落高は 14～20m、高木層、亜高木層はシイ、カシ類の他、常緑広葉樹のタ

ブノキ、クスノキ、カゴノキ、ホルトノキ、クロキ、シロダモや落葉広葉樹のヤマザ

クラ、カゴノキ、コナラ等が混生する。 

低木層はタイミンタチバナ、ヒサカキ、クロキの常緑広葉樹が多く、植被率は 40～

60％程度である。草本層は植被率 10～20％で高木層を構成するアラカシ、タブノキ等

の稚樹の他、フユイチゴ、ウラジロ、オオイタチシダ等がみられる。 

タブノキ－ 

ヤブニッケイ 

二次林 

Q 2、Q 3 上層にタブノキ、ヤブニッケイ、クロキ等が優占する常緑広葉樹二次林である。高木

層、亜高木層、低木層、草本層の 4 層構造からなる。群落高は 16～18m、高木層、亜

高木層は優占種の他、常緑広葉樹のカゴノキ、シロダモ、ヒサカキや落葉広葉樹のイ

ヌビワ、ネムノキがみられる。低木層、草本層の植被率は 10％程度である。 

ハクサンボク－ 

マテバシイ群落 

Q 8、Q 9 マテバシイが優占する常緑広葉樹二次林である。高木層、亜高木層、低木層、草本層

の 4 層構造からなる。群落高は 14～16m、高木層、亜高木層はマテバシイの他、常緑

広葉樹のシリブカガシ、タブノキ、モチノキ、クスノキや落葉広葉樹のハゼノキ、ヤ

マザクラ等がみられる。低木層はヒサカキ、ハクサンボク、ヤブニッケイ等の常緑広

葉樹やハマクサギ、イヌビワ等の落葉広葉樹がみられる。草本層は植被率 5～10％で

サザンカ、ヒサカキ、ハナミョウガ、ベニシダがみられる。 

アカメガシワ－ 

カラスザンショウ

群落 

Q 7、Q 10 アカメガシワ、カラスザンショウの先駆性の落葉広葉樹が優占する二次林である。亜

高木層、低木層、草本層の 3 層構造からなる。群落高は 6～8m。亜高木層はアカメガ

シワ、カラスザンショウの他、落葉広葉樹のクマノミズキ、ネムノキ、エゴノキやつ

る植物のクズ、アケビ等がみられる。低木層は植被率 40～45％でアオキ、ノイバラ、

イヌビワ、ヤブツバキ等がみられる。草本層はフウトウカズラ、コチヂミザサ、フユ

イチゴ、イシカグマ、オクマワラビ等がみられる。 

メダケ群落 Q 12、Q 13 メダケが優占するササ類の低木林である。低木層、草本層の 2 層構造からなる。群落

高は 4m。低木層はメダケが高被度で密生する他、ノイバラ、ヒサカキ、つる植物のテ

イカカズラ、エビヅル等がみられる。草本層は植被率 10～30％、フウトウカズラ、ホ

シダ、ハナミョウガ等がみられる。 

スギ・ヒノキ植林 Q 1、Q 4 スギ又はヒノキの各々が単一で優占する常緑針葉樹植林である。亜高木層を欠く高木

層、低木層、草本層の 3 層構造からなる。群落高は 16～18m。低木層はヒサカキ、ヤ

ブニッケイ、クロキ、タブノキ等の常緑広葉樹が多く、草本層はヒサカキ、ジャノヒ

ゲ、ハナミョウガ、フユイチゴ等がみられる。現地調査では、主に調査範囲の北側に

分布しているのが確認された。 

竹林 Q 11、Q 15 マダケ、モウソウチク、ホテイチク等の植林である。高木層、亜高木層、低木層、草

本層の 4 層又は亜高木層を欠く 3 層構造からなる。群落高は 8m。高木層、亜高木層

はタケ類が優占する他、常緑広葉樹のヤブニッケイ、ヤブツバキ、シロダモ等がみら

れる。低木層は植被率 10～30％、イヌビワ、ハクサンボク、シロダモ等がみられる。

草本層は 5～10％、ハンミョウガ、ナガバジャノヒゲ、ツワブキ等がみられる。  

チガヤ－ススキ群

落 

Q 14 ススキ、チガヤが優占する低茎草本群落である。草本層の 1 層構造からなる。群落高

は 0.6m。ススキ、チガヤの他、落葉広葉樹のアカメガシワ、ハゼノキ、ヌルデ、多年

生草本のオトコヨモギ、ヨモギ、メリケンカルカヤがみられる。  

放棄水田雑草群落 Q 16 放棄水田に成立する高茎草本群落である。草本層の 1 層構造からなる。ススキ、チガ

ヤ、セイタカアワダチソウの高茎草本の他、つる植物のクズ、フジ、ヘクソカズラ、

テリハノイバラの木本類もみられる。 

畑地 － 土地利用区分。畑地として利用されている耕作地 

水田 － 土地利用区分。水田として利用されている耕作地 

牧草地 － 土地利用区分。採草地として利用されている人工草地 

市街地 － 土地利用区分。住宅地、商店、学校等 

造成地 － 土地利用区分。造成中の人工裸地 

開放水面 － ため池等の開放水域 
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第 8.1.5-4 図(1) 現存植生図  
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第 8.1.5-4 図(2) 現存植生図（拡大 1）  
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第 8.1.5-4 図(3) 現存植生図（拡大 2） 
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③ 重要な種及び重要な群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺とした。 

(b) 調査方法 

文献その他の資料により確認された植物について、第 8.1.5-7 表の選定根拠に基づき

学術上又は希少性の観点から重要な種及び重要な群落を抽出した。 

 

第 8.1.5-7 表 重要な種及び重要な群落の選定根拠 

選定根拠 カテゴリー 
重要な 

種 

重要な 

群落 

Ⅰ 
「文化財保護法」 

(昭和 25 年法律第 214 号) 

・特別天然記念物(特天) 

・天然記念物(天) 
○ ○ 

Ⅱ 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の

保存に関する法律(種の保存法)」 

(平成 4 年法律第 75 号) 

・国内希少野生動植物(内) 

・国際希少野生動植物(際) 

・特定第一種国内希少野生動植物種(特 1) 

・特定第二種国内希少野生動植物種(特 2) 

・緊急指定種(急) 

○ ○ 

Ⅲ 
「環境省レッドリスト 2020」 

(環境省、令和 2 年)  

・絶滅(EX) 

・野生絶滅(EW) 

・絶滅危惧ⅠA 類(CR) 

・絶滅危惧ⅠB 類(EN) 

・絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

・準絶滅危惧(NT) 

・情報不足(DD) 

・絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 

○ ○ 

Ⅳ 

「長崎県レッドリスト 平成 28 年度（平

成 22 年度改訂版 中間見直し）」 

（長崎県、平成29年） 

・絶滅(EX) 

・野生絶滅(EW) 

・絶滅危惧ⅠA 類(CR) 

・絶滅危惧ⅠB 類(EN) 

・絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

・準絶滅危惧(NT) 

・情報不足(DD) 

・絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 

○ ○ 
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(c) 調査結果 

ｱ. 重要な種 

文献その他の資料調査による重要種として、第 8.1.5-8 表のとおり、158 種が確認さ

れた。 

 

第 8.1.5-8 表(1) 重要な種（文献その他の資料） 

No. 分類 科名 種名 
文献その他の資料 重要な種の選定基準 

③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ a b c d 

1 シダ植物 マツバラン マツバラン ○               NT VU 

2   ミズワラビ スキヤクジャク           ○     NT EN 

3   オシダ ムラサキベニシダ           ○     CR   

4   ヒメシダ テツホシダ           ○       NT 

5     ヒメハシゴシダ       ○           NT 

6   ウラボシ イワオモダカ ○   ○     ○       EN 

7   デンジソウ デンジソウ ○               VU VU 

8 裸子植物 ヒノキ ミヤマビャクシン ○     ○ ○ ○       EN 

9 離弁花類 イラクサ ツルマオ     ○     ○       VU 

10   タデ サイコクヌカボ           ○     VU   

11   
  ナガバノウナギツカ

ミ 
          ○     NT   

12   ナデシコ ゲンカイミミナグサ     ○     ○     NT NT 

13     タチハコベ ○   ○     ○     VU VU 

14   アカザ マツナ ○   ○     ○       NT 

15     ハママツナ ○                 NT 

16   
キンポウゲ シロバナハンショウ

ヅル 
    ○     ○       NT 

17     オオミヤマカラマツ           ○       EN 

18   
  ムラサキカラマツ 

    ○     ○   
内・ 

特 1 
EN EN 

19   ツヅラフジ イソヤマアオキ ○   ○ ○ ○ ○       NT※1 

20   センリョウ キビヒトリシズカ     ○     ○     VU VU 

21   
ウマノスズク

サ 

ウマノスズクサ 
○                 CR 

22   
  シジキカンアオイ 

○   ○ ○ ○ ○   
内・ 

特 1※2 
CR※3 CR 

23     ウンゼンカンアオイ ○         ○     VU VU 

24   オトギリソウ コウライトモエソウ ○         ○     VU VU 

25     ツキヌキオトギリ ○   ○ ○   ○     EN VU 

26   モウセンゴケ モウセンゴケ   ○       ○       NT 

27   
ベンケイソウ ウンゼンマンネング

サ 
    ○     ○     VU NT 

28     タカネマンネングサ ○   ○     ○       EN 

29   ユキノシタ タコノアシ ○ ○ ○     ○     NT EN 

30   バラ モリイバラ           ○       NT 

31     ワレモコウ ○   ○   ○ ○       NT 

32   マメ チョウセンニワフジ ○   ○ ○   ○     CR EN 

33     イヌハギ           ○     VU VU 

34     ヒメツルアズキ     ○     ○     EN NT 

35   アマ マツバニンジン ○   ○     ○     CR CR※4 

36   トウダイグサ ヒトツバハギ ○   ○   ○ ○       EN 

37   ミカン タチバナ ○     ○   ○     NT EN 

38   ヒメハギ ヒナノカンザシ ○         ○       EX 
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第 8.1.5-8 表(2) 重要な種（文献その他の資料） 

No. 分類 科名 種名 
文献その他の資料 重要な種の選定基準 

③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ a b c d 

39 離弁花類 ツリフネソウ キツリフネ ○                 EX 

40   ニシキギ ヒゼンマユミ     ○     ○     EN NT 

41   シナノキ シナノキ ○   ○     ○       EN 

42   アオイ ハマボウ ○     ○ ○ ○       NT 

43   ウリ オオカラスウリ ○   ○     ○       VU 

44   ミソハギ ミズキカシグサ ○               VU NT 

45     ミズマツバ ○               VU NT 

46   アカバナ ウスゲチョウジタデ   ○       ○     NT NT 

47   セリ ツクシトウキ ○   ○ ○   ○     VU NT 

48     ミシマサイコ ○               VU EN 

49     ハマボウフウ ○   ○             NT 

50 合弁花類 
サクラソウ リュウキュウコザク

ラ 
○   ○ ○   ○       CR 

51     ヌマトラノオ ○   ○     ○       EN 

52   イソマツ ハマサジ ○               NT NT 

53   リンドウ センブリ ○   ○             VU 

54     ムラサキセンブリ ○       ○       NT NT 

55   ガガイモ ロクオンソウ           ○     VU NT※5 

56     フナバラソウ ○       ○ ○     VU NT 

57   
  マルバノフナバラソ

ウ 
○   ○             CR 

58   アカネ ハクチョウゲ ○   ○     ○     EN NT 

59     ギョクシンカ ○   ○ ○   ○       NT 

60   ヒルガオ マメダオシ ○               CR   

61     グンバイヒルガオ ○         ○       CR 

62   ムラサキ ホタルカズラ           ○       VU 

63   クマツヅラ ダンギク ○     ○ ○ ○     VU NT 

64   シソ カイジンドウ     ○     ○     VU VU 

65     ヒメキランソウ ○ ○ ○ ○   ○       VU 

66     キセワタ ○         ○     VU VU 

67     ホソバヤマジソ ○   ○     ○     VU EN 

68     ミゾコウジュ ○   ○           NT NT 

69     コナミキ     ○           VU VU 

70   ナス ハシリドコロ ○         ○       EX 

71   ゴマノハグサ ゴマクサ ○   ○     ○     VU EN 

72     オオアブノメ ○               VU EN 

73     シソクサ           ○       VU 

74     ゴマノハグサ     ○     ○     VU EN 

75     イヌノフグリ ○   ○           VU VU 

76     カワヂシャ ○               NT NT 

77   キツネノマゴ ハグロソウ ○                 NT※6 

78     スズムシソウ ○                 NT※7 

79   ハマウツボ ハマウツボ     ○     ○     VU NT※8 

80   タヌキモ タヌキモ ○               NT   

81   
ハマジンチョ

ウ 

ハマジンチョウ 
      ○ ○ ○     VU NT 

82   オオバコ トウオオバコ   ○       ○       EN 

83   キキョウ シマシャジン ○   ○ ○   ○     EN VU 

84     キキョウ     ○     ○     VU NT 
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第 8.1.5-8 表(3) 重要な種（文献その他の資料） 

No. 分類 科名 種名 
文献その他の資料 重要な種の選定基準 

③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ a b c d 

85 合弁花類 キク ヒメシオン     ○     ○       NT 

86     イワギク       ○   ○     VU   

87     チョウセンノギク ○   ○ ○ ○       EN NT 

88     ヒゴタイ       ○         VU VU 

89     ホソバオグルマ ○               VU NT 

90     カセンソウ     ○             VU 

91     タカサゴソウ ○   ○     ○     VU VU 

92     ヒナヒゴタイ     ○   ○ ○     EN VU 

93     クマノギク ○ ○ ○ ○   ○       EN 

94     オナモミ ○   ○     ○     VU EN 

95 単子葉植物 トチカガミ スブタ ○               VU NT 

96     ヤナギスブタ ○                 NT 

97     ミズオオバコ ○               VU NT 

98   ホロムイソウ シバナ ○               NT NT 

99   ヒルムシロ ヤナギモ ○                 VU 

100     イトモ ○               NT NT 

101     カワツルモ     ○     ○     NT EN 

102   アマモ コアマモ ○                 NT 

103   ホンゴウソウ ホンゴウソウ ○ ○ ○           VU VU 

104   ユリ イトラッキョウ ○   ○ ○ ○ ○     NT VU 

105     ハマタマボウキ           ○     EN NT 

106     シライトソウ ○   ○     ○       CR 

107     カノコユリ ○               VU VU 

108   ヒガンバナ ムジナノカミソリ     ○           EW VU 

109   キンバイザサ コキンバイザサ ○                 NT 

110   
ヒナノシャク

ジョウ 

ヒナノシャクジョウ 
○   ○     ○       NT 

111   
イグサ ヒメコウガイゼキシ

ョウ 
          ○       NT 

112     ドロイ   ○ ○             NT 

113   イネ ヒゲシバ ○                 NT 

114     コササキビ ○   ○     ○       NT 

115     ネズミシバ ○   ○ ○ ○ ○     NT VU 

116     フクロダガヤ           ○     EN   

117   ミクリ ヤマトミクリ     ○           NT NT 

118   カヤツリグサ コウボウムギ ○         ○       NT 

119     キノクニスゲ     ○     ○     NT NT 

120     ヤリハリイ           ○       VU 

121     ヤリテンツキ           ○     NT NT 

122     ヒメカンガレイ ○ ○ ○     ○     VU NT 

123     フトイ ○                 VU 

124   ラン ヒナラン           ○     EN VU 

125     シラン ○ ○             NT VU 

126     マメヅタラン     ○     ○     NT EN 

127     ムギラン     ○     ○     NT EN 

128     キリシマエビネ ○               EN CR 

129     キエビネ ○   ○           EN VU 

130     ギンラン ○                 NT 

131     ユウシュンラン     ○     ○     VU EN 

132     キンラン ○               VU VU 
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第 8.1.5-8 表(4) 重要な種（文献その他の資料） 

No. 分類 科名 種名 
文献その他の資料 重要な種の選定基準 

③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ a b c d 

133 単子葉植物 ラン スルガラン ○   ○     ○     CR CR 

134     ナギラン ○               VU VU 

135     セッコク     ○             EN 

136   
  アキザキヤツシロラ

ン 
○   ○     ○       EN 

137     アケボノシュスラン           ○       VU 

138     ベニシュスラン ○         ○       EN 

139     ミズトンボ     ○     ○     VU NT 

140     ムカゴソウ           ○     EN VU 

141   
  ヤクシマアカシュス

ラン 
    ○     ○     VU CR 

142     ムヨウラン ○                 NT 

143     クロムヨウラン ○   ○             EN 

144     ギボウシラン ○   ○           EN EN 

145     ジガバチソウ ○         ○       NT 

146     ササバラン     ○     ○     EN VU 

147     フウラン     ○     ○     VU EN 

148     ヨウラクラン ○   ○     ○       EN 

149     ウチョウラン ○   ○     ○     VU EN 

150     ガンゼキラン           ○     VU CR 

151     ヤマサギソウ     ○     ○       EN 

152     ナガバキソチドリ ○   ○     ○       VU 

153     ヤマトキソウ           ○       VU 

154     カシノキラン     ○     ○     VU CR 

155     マツラン ○   ○           VU EN※9 

156     ナゴラン ○   ○           EN CR 

157     ヒメトケンラン ○   ○     ○     VU EN 

158   
  ヤクシマネッタイラ

ン 
○               EN CR 

計 5 分類 65 科 158 種 99 種 10 種 81 種 21 種 14 種 103 種 0 種 2 種 95 種 151 種 

注：1．種名及び配列は原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成30年度生物リスト」（河

川環境データベース 国土交通省、平成30年）に準拠した。 

2．※は以下のとおりである。 

※1：イソヤマアオキ（コウシュウウヤク）で掲載、 

※2：シシキカンアオイ（シジキカンアオイ）で掲載、※3：シシキカンアオイで掲載、 

※4：マツバニンジン（マツバナデシコ）で掲載、※5：ヒゴビャクゼン（ロクオンソウ）で掲載、 

※6：ハグロソウ（フチゲハグロソウを含む）で掲載、※7：スズムシバナ（スズムシソウ）で掲載、 

※8：ハマウツボ（オカウツボを含）で掲載、※9：マツラン（ベニカヤラン）で掲載 
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ｲ. 重要な群落 

重要な群落については、第 8.1.5-9 表に示す選定基準により抽出を行った結果、対象

事業実施区域には、特定植物群落は分布していなかった。 

 

第 8.1.5-9 表 重要な群落の選定基準 

No. 選定基準 

① 「文化財保護法」、「長崎県文化財保護条例」及び「平戸市文化財保護条例」に基づく

天然記念物 

② 「第 2 回 自然環境保全基礎調査」（環境庁、昭和 56 年）における特定植物群落 

③ 「第 3 回 自然環境保全基礎調査」（環境庁、平成元年）における特定植物群落 

④ 「第 4 回自然環境保全基礎調査 日本の巨樹・巨木林」（環境庁、平成 3 年）おける巨

木林 

⑤ 「植物群落レッドデータブック」（(財)日本自然保護協会 他、平成 8 年）に掲載の植物

群落 

 

その他、「植物群落レッドデータブック」に掲載の指定群落については、第 8.1.5-

10 表のとおり、所在地が平戸となっていた群落を示す。 

なお、これらの群落については、対象事業実施区域及びその周辺以外の群落も含ま

れている。 

 

第 8.1.5-10 表 対象事業実施区域周辺の植物群落レッドデータブック指定状況 

No. コード-No.(※1) 群落名 
ランク

(※2) 
備 考 

1 03001-42025 平戸安満岳のアカガシ林 2 常緑広葉樹林 

2 03032-42026 平戸沖の島の照葉樹林 1 常緑広葉樹林 

3 03033-42024C 平戸黒子島の照葉樹林 1 常緑広葉樹林 

4 16010-42100C イブキシモツケ群集 2 岩角地・風衝低木林 

5 16014-42099C イワシデ群集 2 岩角地・風衝低木林 

6 17011-42028 平戸阿値賀島の海岸低木林 1 海岸低木林 

7 39012-42102C ダンギク・イワヒバ群集 2 海岸崖地草本群落 

8 42015-42027 平戸佐志岳の岩角地植生 2 岩上・岩隙草本群落 

9 42061-42101C チョウセンノギク群集 2 岩上・岩隙草本群落 

10 17-42006 平戸志々伎山の岩角地植生 1 岩隙植生 

11 17-42017CS 平戸礫岳の岩角地群落 2 岩隙植生 

注：※1：「植物群落レッドデータブック」での、データベース化されている各群落のコード及び番
号を示す。 

※2：ランクは以下のとおりである。 
1：要注意（当面、新たな保護対策は必要ない） 
2：破壊の危惧（現在の保護状態は良いが、対策を講じなければ、将来は破壊されるおそ

れが大きい） 
3：対策必要（対策を講じなければ、群落の状態が徐々に悪化する） 
4：破壊の危惧（緊急に対策を講じなければ群落が壊滅する） 
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ｳ. 巨樹・巨木林・天然記念物 

対象事業実施区域及びその周辺の巨樹・巨木林を第 8.1.5-11 表に、天然記念物を

第 8.1.5-12 表に示す。また、それぞれの分布位置を第 8.1.5-5 図に示す。 

「第 4 回自然環境保全基礎調査 －日本の巨樹・巨木林－」（環境庁、平成 3 年）、

「第 6 回自然環境保全基礎調査 巨樹・巨木林フォローアップ調査報告書」（環境省、

平成 13 年）及び「巨樹・巨木林データベース」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 4 月）等

によると、対象事業実施区域及びその周辺において、樹林 2、単木 4、計 6 の巨樹・巨

木林が分布している。また、対象事業実施区域及びその周辺において、2 件の天然記念

物が分布している。 

なお、対象事業実施区域内には巨樹・巨木林及び天然記念物は分布していない。 

 

第 8.1.5-11 表 対象事業実施区域及びその周辺の巨樹・巨木林 

市 区分 No. 名称 樹種 
幹周 

（cm） 

樹高 

（m） 
備 考 

平戸市 単木 1 船木 タブノキ 305 11  

 単木 2 船木 エノキ 300 17  

 単木 3 船木 エノキ 328 17  

 樹林 4 前津吉浦 エノキ 355 20  

    エノキ 315 20  

    イヌマキ 310 22  

 樹林 5 神上 イヌマキ 345 20  

    イヌマキ 350 20  

    イヌマキ 380 20  

 単木 6 神上 イチョウ 345 28  

注：表中の「No.」は、第 8.1.5-5 図の No.に対応している。 

「第4回自然環境保全基礎調査 巨樹・巨木林 近畿版」（環境庁、平成3年）  

「第6回自然環境保全基礎調査 巨樹・巨木林フォローアップ調査報告書」（環

境省生物多様性センター、平成13年）  

「巨樹・巨木林データベース」（環境省HP、閲覧：令和2年4月）  より作成  

 

第 8.1.5-12 表 対象事業実施区域及びその周辺の天然記念物 

市 指定 名 称 所 在 地 指定年月日 

平戸市 市 金立神社の社叢 前津吉町 昭和48年9月1日 

平戸市 市 慈眼桜 木ヶ津町 平成22年3月30日 

「平戸市の文化財一覧表」（平戸市 HP、閲覧：令和元年 7 月） 

「景観資産」（長崎県 HP、閲覧：令和元年 7 月）     より作成 
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第 8.1.5-5 図 巨樹・巨木林・天然記念物の分布状況

「巨樹・巨木林データベース」（環境省 HP、閲覧：令和

2 年 4 月） 

「平戸市の文化財一覧表」（平戸市 HP、閲覧：令和元年

7 月） 

「景観資産」（長崎県 HP、閲覧：令和元年 7 月） 

より作成 
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b. 現地調査 

(a) 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺 300m の範囲とした。 

(b) 調査方法 

調査地域で確認された植物種について、第 8.1.5-7 表の選定根拠に基づき学術上又は

希少性の観点から重要な種及び重要な群落を抽出した。 

(c) 調査結果 

ｱ. 重要な種 

現地調査の結果、第 8.1.5-13 表のとおり 19 科 37 種が確認された。このうち、対象

事業実施区域内においては 23 種が確認された。 

また、これらの確認位置を、第 8.1.5-6 図に示す。 
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第 8.1.5-13 表 重要な植物（現地調査） 

No. 科名 種名 

対象事業実施区域 調査時期 選定根拠 

内 

外 
春 

季 

夏 

季 

秋 

季 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 改変区域 

内 外 

1 ミズニラ シナミズニラ     ○   ○       VU CR 

2 ウマノスズクサ シジキカンアオイ 
    ○ ○ ○   

  
内・ 

特 1 
CR CR 

3   ウンゼンカンアオイ 
 

○ ○ ○ ○       VU VU 

4 モウセンゴケ モウセンゴケ     ○ ○ ○         NT 

5 ベンケイソウ ウンゼンマンネングサ 
 

○ ○   ○ ○     VU NT 

6 マメ イヌハギ     ○     ○     VU EN 

7 ミソハギ ヒメミソハギ     ○     ○       NT 

8   ミズマツバ   ○ ○   ○ ○     VU NT 

9 リンドウ ムラサキセンブリ ○ ○ ○   ○ ○     NT NT 

10   センブリ     ○   ○         VU 

11 ガガイモ フナバラソウ     ○   ○ ○     VU NT 

12   スズサイコ 
 

○ ○   ○       NT NT 

13 クマツヅラ ダンギク 
 

○ ○   ○ ○     VU NT 

14 シソ キセワタ     ○   ○ ○     VU VU 

15   ホソバヤマジソ   ○       ○     VU EN 

16   ヤマジソ 
 

○ ○     ○     NT NT 

17 ナス イガホオズキ 
 

○ ○   ○ ○       VU 

18 ゴマノハグサ シソクサ     ○     ○       EN 

19 タヌキモ ミミカキグサ     ○   ○         EN 

20 キキョウ ツルギキョウ  ○ ○ ○   ○     VU NT 

21 トチカガミ ヤナギスブタ     ○   ○         NT 

22   スブタ属の一種   ○ ○   ○   ※1 

23   ミズオオバコ   ○ ○   ○       VU NT 

24 イバラモ イトトリゲモ   ○ ○   ○       NT VU 

25 ユリ イトラッキョウ     ○   ○ ○     NT EN 

26   ノヒメユリ  ○     ○       EN NT 

27 ヒナノシャクジョウ ヒナノシャクジョウ   ○ ○   ○         NT 

28 ラン エビネ ○ ○ ○ ○         NT EN 

29   キエビネ  ○ ○ ○         EN EN 

－   エビネ属の一種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※2 

30   ユウシュンラン   ○ ○ ○         VU EN 

31   キンラン   ○ ○ ○         VU VU 

－   キンラン属の一種  ○ ○ ○ ○ ○ ※3 

32   ナギラン   ○ ○ ○ ○ ○     VU VU 

33   カキラン     ○   ○         NT 

34   カゲロウラン  ○ ○     ○     NT EN 

－   ヒメノヤガラ属の一種 〇 ○ ○ ○ ○  ※4 

35   ムヨウラン  ○ ○   ○         NT 

－   ムヨウラン属の一種     ○     ○ ※5 

36   ヒメフタバラン   ○ ○ ○           VU 

37   ボウラン     ○ ○ ○ ○     NT VU 

計 19 科 37 種 
3 

種 

23 

種 

35 

種 

12 

種 

28 

種 

20 

種 

0 

種 

1 

種 

25 

種 

36 

種 

注：1．種名及び配列は原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成30年度生物リスト」（河

川環境データベース 国土交通省、平成30年）に準拠した。 

2．選定根拠は第8.1.5-7表を参照とする。 

3．※は以下のとおりである。 

※1：調査地域の分布状況から｢スブタ（選定根拠Ⅲ:VU、Ⅳ:NT）｣、｢マルミスブタ（選定根拠

Ⅲ:VU、Ⅳ:NT）｣の可能性が考えられる。結実個体が確認できず種の特定に至らなかったため
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｢スブタ属の一種｣にとどめた。 

※2：調査地域の分布状況から｢エビネ｣、｢キエビネ｣、｢タカネエビネ｣の可能性が考えられる。開

花個体が確認できず種の特定に至らなかったため｢エビネ属の一種｣にとどめた。 

※3：調査地域の分布状況から｢キンラン（選定根拠Ⅲ:VU、Ⅳ:VU）｣、｢ギンラン（選定根拠Ⅳ:NT）｣

の可能性が考えられる。開花個体が確認できず種の特定に至らなかったため｢キンラン属の一種｣

にとどめた。 

※4：調査地域の分布状況から｢カゲロウラン（選定根拠Ⅲ:NT、Ⅳ:EN）｣、｢ヤクシマアカシュスラン

（選定根拠Ⅲ:VU、Ⅳ:CR）｣の可能性が考えられる。開花個体が確認できず種の特定に至らなか

ったため｢ヒメノヤガラ属の一種｣にとどめた。 

※5：調査地域の分布状況から｢ムヨウラン（選定根拠Ⅳ:NT）に該当）｣の可能性が高いと考えられる。

開花個体が確認されず種の特定に至らなかったため、｢ムヨウラン属の一種｣とした。 

 

⚫ シナミズニラ 

夏季：対象事業実施区域外のため池の 1 地点で 9 株確認された。  

⚫ シジキカンアオイ 

春季：尾根上のシイ・カシ二次林内の 1 地点で 4 株が確認された。また調査範囲

外ではあるが確認地点付近の 1 地点で 30 株が確認された。 

夏季：対象事業実施区域外の常緑葉樹林の樹林下の 2 地点で 8 株確認された。 

⚫ ウンゼンカンアオイ 

春季：対象事業実施区域内のスギ・ヒノキ植林及び常緑広葉樹二次林の樹林下の

41 地点で、729 株以上が確認された。確認地点の中には 100 株以上が尾根

から斜面下部、谷沿いにかけて広範囲に連続して生育する状況もみられた。

また対象事業実施区域外の 60 地点で 2,213 株以上が確認された。 

夏季：対象事業実施区域外の常緑広葉樹林の樹林下の 1 地点で 1 株が確認された。 

⚫ モウセンゴケ 

春季：対象事業実施区域外の尾根上の湿潤な露岩上の 1 地点で開花個体を含む約

50 株が確認された。 

夏季：対象事業実施区域外の露岩地の岩状の 2 地点で開花、結実個体を含む 130 株

が確認された。 

⚫ ウンゼンマンネングサ 

夏季：対象事業実施区域内の露岩地の岩上の 6 地点で、306 株が確認された。また

対象事業実施区域外の 5 地点で、141 株以上が確認された。 

秋季：対象事業実施区域外の露岩地の岩上の 3 地点で、250 株が確認された。 

⚫ イヌハギ 

秋季：調査範囲外ではあるが、対象事業実施区域から延びる尾根上の露岩地の岩上

の 1 地点で 1 株確認された。 

⚫ ヒメミソハギ 

秋季：対象事業実施区域外の水田の 4 地点で開花、結実個体を含む 137 株以上が

確認された。 

⚫ ミズマツバ 

夏季：対象事業実施区域内の水田の 1 地点で群生（70m×20m 程度）していた。

また対象事業実施区域外の 9 地点で、3,004 株以上が確認された。 



8.1.5-28 

(751) 

秋季：対象事業実施区域外の水田の 3 地点で開花、結実個体を含む 72 株が確認さ

れた。 

⚫ センブリ 

夏季：対象事業実施区域外のススキ草地、低木林の樹林下の 2 地点で 20 株確認さ

れた。 

⚫ ムラサキセンブリ 

夏季：対象事業実施区域内のスギ・ヒノキ植林の林縁部に 1 地点、1 株が確認され

た。また対象事業実施区域外の 2 地点で 4 株が確認された。 

秋季：対象事業実施区域内の常緑広葉樹低木林や露岩地の岩上の 4 地点で、開

花個体を含む 27 株が確認された。また対象事業実施区域外の 1 地点で、8

株が確認された。 

⚫ フナバラソウ 

夏季：対象事業実施区域外のススキ草地の 1 地点で 2 株が確認された。 

秋季：対象事業実施区域外の常緑広葉樹低木林、ススキ草地及び露岩地の岩上等の

4 地点で 4 株が確認された。また調査範囲外ではあるが、対象事業実施区域

に近接する 2 地点で 3 株確認された。 

⚫ スズサイコ 

夏季：対象事業実施区域内のススキ草地の 1 地点で、1 株が確認された。また対象

事業実施区域外の 2 地点で 5 株が確認された。 

⚫ ダンギク 

夏季：対象事業実施区域内の露岩地の岩状の 10 地点で、673 株以上が確認された。

また対象事業実施区域外の 12 地点で、432 株以上が確認された。 

秋季：対象事業実施区域内の常緑広葉樹低木林、ススキ草地及び露岩地の岩上等の

5 地点で 73 株が確認された。また対象事業実施区域外の 20 地点で 345 株

が確認された他、調査範囲外ではあるが、調査範囲に近接する 1 地点で 50

株確認された。 

⚫ キセワタ 

夏季：対象事業実施区域外の低木林内の 1 地点で 1 株が確認された。 

秋季：対象事業実施区域外のススキ草地の 1 地点で 5 株が確認された。 

⚫ ホソバヤマジソ 

秋季：対象事業実施区域内の露岩地の岩上の 1 地点で開花個体を含む 50 株が確認

された。 

⚫ ヤマジソ 

秋季：対象事業実施区域内の常緑広葉樹低木林下の岩上及び露岩地、スギ・ヒノキ

植林樹林下又は林縁部等の 2 地点で、開花個体を含む 5 株以上が確認され

た。また対象事業実施区域外の 3 地点で、44 株が確認された。 

⚫ イガホオズキ 

夏季：対象事業実施区域外のスギ植林林縁の 1 地点で 1 株が確認された。 
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秋季：対象事業実施区域内のスギ・ヒノキ植林の樹林下の 1 地点で、結実個体の 1

株が確認された。 

⚫ シソクサ 

秋季：対象事業実施区域外の水田及び休耕田の 5 地点で開花個体を含む 121 株が

確認された。 

⚫ ミミカキグサ 

夏季：対象事業実施区域外の露岩地のやや湿った岩上の 2 地点で、開花個体を含

む 101 株以上が確認された。 

⚫ ツルギキョウ 

春季：対象事業実施区域外の慈眼岳の道路を挟んだ西側の尾根上のスギ・ヒノキ植

林内の 1 地点で、1 株が確認された。 

秋季：対象事業実施区域内のスギ・ヒノキ植林の樹林下の 4 地点で、開花個体を含

む 10 株確認された。また事業実施区域外の 1 地点で 3 株が確認された。 

⚫ ヤナギスブタ 

夏季：対象事業実施区域外の水田、ため池の 3 地点で多数（151 株以上）確認され

た。 

⚫ スブタ属の一種 

夏季：対象事業実施区域内の水田の 1 地点で、100 株以上が確認された。また対象

事業実施区域外の 4 地点で、154 株以上が確認された。 

⚫ ミズオオバコ 

夏季：対象事業実施区域内の水田の 1 地点で、100 株以上が確認された。また対象

事業実施区域外の 5 地点で、170 株以上が確認された。 

⚫ イトトリゲモ 

夏季：対象事業実施区域内の水田の 1 地点で群生（70m×20m 程度）していた。ま

た対象事業実施区域外の 3 地点で、多数確認された。 

⚫ イトラッキョウ 

夏季：対象事業実施区域外の露岩地の岩上の 1 地点で、50 株が確認された。 

秋季：対象事業実施区域外の常緑広葉樹林低木林の樹林下及び露岩地の岩上の 8

地点で開花個体を含む 365 株が確認された。また、調査範囲外ではあるが、

調査範囲に近接する 1 地点で 100 株が確認された。 

⚫ ノヒメユリ 

夏季：対象事業実施区域内のススキ草地の 1 地点で 5 株が確認された。 

⚫ ヒナノシャクジョウ 

夏季：対象事業実施区域内のスギ・ヒノキ植林、常緑広葉樹林の樹林下の 5 地点

で、37 株が確認された。また対象事業実施区域外の 5 地点で、13 株が確認

された。 

⚫ エビネ 

春季：対象事業実施区域内のスギ・ヒノキ植林及び常緑広葉樹二次林の樹林下の
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23 地点で、285 株が確認された。また対象事業実施区域外の 27 地点で、200

株が確認された。調査範囲外ではあるが調査範囲に近接する 2 地点で、19

株が確認された。 

⚫ キエビネ 

春季：対象事業実施区域内のスギ・ヒノキ植林及び常緑広葉樹二次林の樹林下の

12 地点で、105 株が確認された。また対象事業実施区域外の 10 地点で、29

株が確認された。調査範囲外ではあるが調査範囲に近接する 3 地点で、13

株が確認された。 

⚫ エビネ属の一種 

春季：対象事業実施区域内のスギ・ヒノキ植林及び常緑広葉樹二次林の樹林下の

34 地点で、207 株が確認された。また対象事業実施区域外の 53 地点で、368

株が確認された。調査範囲外ではあるが調査範囲に近接する 6 地点で、74

株が確認された。 

夏季：対象事業実施区域内の常緑広葉樹林の樹林下の 3 地点で、14 株が確認され

た。また対象事業実施区域外の 2 地点で、19 株が確認された。 

秋季：対象事業実施区域内のスギ・ヒノキ植林及び常緑広葉樹二次林の樹林下の 5

地点で、20 株が確認された。また対象事業実施区域外の 6 地点で、29 株が

確認された。 

⚫ ユウシュンラン 

春季：対象事業実施区域内の常緑広葉樹林内の 4 地点で、33 株が確認された。ま

た対象事業実施区域外の 1 地点で、3 株が確認された。 

⚫ キンラン 

春季：対象事業実施区域内の常緑広葉樹二次林の樹林下の 3 地点で、22 株が確認

された。また対象事業実施区域外の 10 地点で、34 株が確認された。調査範

囲外ではあるが、調査範囲に近接する 1 地点で 2 株が確認された。 

⚫ キンラン属の一種 

春季：対象事業実施区域内のスギ・ヒノキ植林及び常緑広葉樹二次林内の 12 地点

で、38 株が確認された。また対象事業実施区域外の 13 地点で、41 株が確

認された。 

夏季：対象事業実施区域外のスギ・ヒノキ植林、常緑広葉樹林の樹林下の 7 地点

で、38 株が確認された。 

秋季：対象事業実施区域内の常緑広葉樹林の樹林下の 3 地点で、14 株が確認され

た。また対象事業実施区域外の 2 地点で 3 株が確認された。 

⚫ ナギラン 

春季：対象事業実施区域外の常緑広葉樹二次林内の 1 地点で、1 株が確認された。

また調査範囲外ではあるが調査範囲に近接する 1 地点で、1 株が確認され

た。 
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夏季：対象事業実施区域外の常緑広葉樹林の樹林下の 5 地点で、9 株が確認され

た。 

秋季：対象事業実施区域内の常緑広葉樹林の樹林下 1 地点で、4 株が確認された。

また対象事業実施区域外の 4 地点で、88 株が確認された。 

⚫ カキラン 

夏季：対象事業実施区域外の露岩地のやや湿った岩上の低木林、トダシバ草地の 3

地点で 37 株確認された。 

⚫ カゲロウラン 

秋季：対象事業実施区域内の常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林の樹林下の 2 地点

で、開花個体を含む 25 株が確認された。また対象事業実施区域外の 2 地点

で、14 株が確認された。 

⚫ ヒメノヤガラ属の一種 

春季：対象事業実施区域内の尾根上のスギ・ヒノキ植林の 1 地点で、1 株が確認さ

れた。 

夏季：対象事業実施区域内の常緑広葉樹林の樹林下の 2 地点で、7 株が確認され

た。また対象事業実施区域外の 1 地点で、16 株が確認された。 

⚫ ムヨウラン 

夏季：対象事業実施区域内の常緑広葉樹林の樹林下の 3 地点で、22 株が確認され

た。また対象事業実施区域外の 4 地点で、66 株が確認された。 

⚫ ムヨウラン属の一種 

秋季：事業実施区域外の常緑広葉樹林の樹林下 1 地点で 2 株が確認された。 

⚫ ヒメフタバラン 

春季：対象事業実施区域内のスギ・ヒノキ植林及び常緑広葉樹二次林の樹林下の 3

地点で、19 株が確認された。また対象事業実施区域外の 3 地点で、24 株が

確認された。 

⚫ ボウラン 

春季：対象事業実施区域外の尾根上の露岩地の 1 地点で 1 株が確認された。 

夏季：対象事業実施区域外の露岩地の岩上の 1 地点で 10 株が確認された。 

秋季：対象事業実施区域外の露岩地の岩上の 2 地点で 11 株が確認された。 
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第 8.1.5-6 図(1) 重要な種の確認位置（春季）  

掲載種：ウンゼンカンアオイ 

注：確認位置については、生育地保護の観点より、非公開といたします。 
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第 8.1.5-6 図(2) 重要な種の確認位置（春季）  

掲載種：シジキカンアオイ、モウセンゴケ、ツルギキ

ョウ、ユウシュンラン、キンラン、キンラン属の一

種、ナギラン、ヒメノヤガラ属の一種、ヒメフタバラ

ン、ボウラン 

注：確認位置については、生育地保護の観点より、非公開といたします。 
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第 8.1.5-6 図(3) 重要な種の確認位置（春季）  

掲載種：エビネ、キエビネ 

注：確認位置については、生育地保護の観点より、非公開といたします。 
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第 8.1.5-6 図(4) 重要な種の確認位置（春季）  

掲載種：エビネ属の一種 

注：確認位置については、生育地保護の観点より、非公開といたします。 
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第 8.1.5-6 図(5) 重要な種確認位置（夏季）  

掲載種：シナミズニラ、シジキカンアオイ、ウンゼン
カンアオイ、モウセンゴケ、ウンゼンマンネングサ、
ミズマツバ、センブリ、ムラサキセンブリ、フナバラ

ソウ、スズサイコ、ダンギク、キセワタ、イガホオズ
キ 

注：確認位置については、生育地保護の観点より、非公開といたします。 
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第 8.1.5-6 図(6) 重要な種の確認位置（夏季）  

掲載種：ミミカキグサ、スブタ属の一種、ヤナギスブ

タ、ミズオオバコ、イトトリゲモ、イトラッキョウ、
ノヒメユリ、ヒナノシャクジョウ、エビネ属の一種、
キンラン属の一種、ナギラン、カキラン、ヒメノヤガ

ラ属の一種、ムヨウラン、ボウラン 

注：確認位置については、生育地保護の観点より、非公開といたします。 
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第 8.1.5-6 図(7) 重要な種の確認位置(秋季）

掲載種：ウンゼンマンネングサ、イヌハギ、ヒメミソハギ、
ミズマツバ、ムラサキセンブリ、フナバラソウ、ダンギク、
キセワタ、ホソバヤマジソ、ヤマジソ、イガホオズキ、シ

ソクサ、ツルギキョウ、イトラッキョウ、エビネ属の一種、
キンラン属の一種、ナギラン、カゲロウラン、ムヨウラン
属の一種、ボウラン 

注：確認位置については、生育地保護の観点より、非公開といたします。 
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ｲ. 重要な群落 

対象事業実施区域、対象事業実施区域外において重要な群落は確認されなかっ

た。 

 

ｳ. 追加調査 

〇調査結果 

準備書段階において専門家へ状況報告し意見聴取を実施した結果、改変区域

に係る重要な植物については移植の実施の判断、また、改変区域にかからないも

のの、シジキカンアオイ及びユウシュンランについては、事前確認を行い、工事

関係者へ注意喚起する必要があると判断された。 

現地調査の結果、                            

                                     

    

現況調査時において                           

                                     

                                    

                                     

               

                                    

                                     

                              

改変区域内で確認された種としては、エビネ及びエビネ属であった。 

有識者のご意見を踏まえ、生育地の場所については言及しないこととし、以下

の環境保全措置を検討する。 

 

・改変区域以外の立ち入りについては、可能な限り行わない。 

・改変区域内で確認された重要な種（エビネ及びエビネ属の一種）については、

対象事業実施区域及びその周辺での移植は行わないこととする。なお、関係機

関と調整の上、寄贈することとする。 

  

注：   については、生育地保護の観点より、非公開といたします。 
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〇専門家へのヒアリング 

意見聴取日 ：平成 29 年 9 月 8 日 所属：自然観察指導員 

・                                      

                             現在は、改変区域にか

かっていないようであるが、工事着工前には生育場所を確認し、改変しないよう周知する必要があ

る。 

・ユウシュンランについても、平戸では生育する場所が少ない。               

        を再度確認し、こちらも工事着工前に生育地を改変しないよう、また、むや

みに立ち入ることがないように工事関係者に対して周知徹底を図る必要がある。  

・改変区域内で確認されたエビネ属については、移植するような保全措置は望まない。しかし、どう

しても移植が必要ということであれば、離れた地域へ移植することは遺伝子の撹乱を招く恐れがあ

るため、確認された場所の近辺で移植を実施すること。また、種子を一時的に保管して、播種する

ことも検討すること。 

・準備書段階で確認されていた                      について

は、昨年度の追加調査時点で消失しているのであれば仕方がないが、      は光に弱いた

め、人為的な影響を受けないように配慮してもらいたい。 

 

意見聴取日 ：令和元年 6 月 21 日 所属：自然観察指導員 

・シジキカンアオイやウンゼンカンアオイが確認されるような場所があり、事業地以外にはむやみ立

ち入りや改変を行わないようにすること。 

・重要種の位置については、工事関係者が直接立ち入らなくても、間接的に重要種の情報を知り得た

人が中に入ってくる可能性もある。工事関係者への周知方法についても、検討が必要である。  

・移植を実施しない方が、移植先とされた環境として望ましい。移植を行っても継続的に手入れを行

わないと意味がないのではないか。 

・改変区域に生育する重要な種は、公園や植物園等に寄付するなどし、植物にとって最善を考えても

らいたい。 

 

  

注：   については、生育地保護の観点より、非公開といたします。 
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(2) 予測及び評価の結果 

① 工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用 

a. 造成等の施工による一時的な影響、地形改変及び施設の存在、施設の稼働 

(a) 環境保全措置 

事業の実施に伴う重要な種及び重要な群落への影響を低減するため、以下の措置を

講じる。 

• 作業ヤードとしての造成範囲は地形の起伏を考慮し、必要最小限にとどめる。

また、風力発電機の設置及び搬入路の敷設に伴う樹木の伐採や改変を必要最

小限にとどめる。 

• 改変区域外への必要以上の立ち入りを制限することにより、植物の生育環境

を保全する。 

• 造成により生じた法面には、郷土種を主とした緑化を行う。 

• 計画当初においては 19 基の風力発電機を予定していたが、準備書段階では 17

基に削減、また評価書段階では 11 基に削減することにより、改変面積の縮小

といった環境への影響を軽減するための計画に変更した。 

• 風力発電機や搬入路の建設の際に掘削される土砂等に関しては、土砂流出防

止柵や沈砂池等を設置することにより流出を防止し、必要以上の土地の改変

を抑え、植物の生育環境への影響を最小限にとどめる。 

• 重要な植物の生育環境の保全を基本とするが、計画上やむを得ない場合には

専門家の助言を受け、関係機関と調整の上、寄贈する。 

• 定期的に会議等を行い、工事関係者に環境保全措置の内容について、周知徹

底する。 

 

(b) 重要な種及び重要な群落に係る予測の手法 

ｱ. 予測地域 

調査地域のうち、重要な種及び重要な群落の生育又は分布する地域とした。 

ｲ. 予測対象時期 

造成等の施工による植物の生育環境への影響が最大となる時期及び風力発電施設等

が完成した時期とした。 

ｳ. 予測手法 

環境保全措置を踏まえ、文献その他の資料調査及び現地調査結果に基づき、分布及

び生育環境の改変の程度を把握した上で、重要な種及び重要な群落への影響を予測す

る。 
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ｴ. 予測結果 

現地調査で確認された 37 種と特定には至らなかった 4 種、合わせて 41 種を予測対

象種とした。 

(ｱ) 植物相及び植生 

対象事業実施区域及びその周辺の植生は、植林又は代償植生となっており、いず

れも人為的な影響を受けた植生で覆われている。対象事業実施区域及びその周辺の

植生の改変面積を第8.1.5-14表に、事業の実施による植生の改変部を第8.1.5-7図に示

す。 

風力発電機の設置及び作業道の設置に伴う改変により、シイ・カシ二次林、タブ

ノキ-ヤブニッケイ群落、アカメガシワ-カラスザンショウ群落、スギ・ヒノキ植林等

の一部が消失されると予測する。改変区域に見られる植生は、人の手の加わった代償

植生であり、造成範囲は地形の起伏を考慮し、改変を必要最小限にとどめることか

ら、工事の実施及び施設の稼働による植物相及び植生への影響は小さいものと予測

する。 

 

第 8.1.5-14 表 事業の実施による植生の改変面積及び改変率 

群落名 
植生面積 

(ha) 

改変面積 

(ha) 

改変率 

(%) 

改変後 

(ha) 

シイ・カシ二次林 418.47  1.95  0.47  416.52  

タブノキ-ヤブニッケイ群落 17.08  0.11  0.63  16.97  

ハクサンボク-マテバシイ群落 35.22  - - 35.22  

アカメガシワ-カラスザンショウ群落 30.43  0.03  0.11  30.39  

メダケ群落 1.19  - - 1.19  

スギ・ヒノキ植林 264.28  3.86  1.46  260.42  

竹林 11.80  - - 11.73  

チガヤ-ススキ群落 0.14  - - 0.14  

放棄水田雑草群落 0.68  - - 0.68  

畑地 0.63  - - 0.63  

水田 16.82  - - 16.82  

牧草地 3.66  - - 3.66  

市街地 4.58  - - 4.58  

造成地 5.64  - - 5.64  

開放水面 0.61  - - 0.61  

合計 811.24 5.95 0.73 805.29 

注：1.植生面積の合計は調査範囲の面積に該当する。 

2.「-」は変化のないことを表す。 
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第 8.1.5-7 図 事業の実施による植生の改変部 
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(ｲ) 重要な種 

事業の実施による重要な種への環境影響要因として、以下の 2 点を抽出した。また、

環境影響要因と重要な種との関係は第 8.1.5-15 表のとおりである。 

 

・改変による生育環境の減少・喪失 

・濁水の流入による生育環境の悪化 

 

第 8.1.5-15 表 環境影響要因の選定（重要な種） 

種名 

環境影響要因 

改変による生育環境
の減少・喪失 

濁水の流入による
生育環境の悪化 

シナミズニラ ○ ○ 

シジキカンアオイ ○ - 

ウンゼンカンアオイ ○ - 

モウセンゴケ ○ ○ 

ウンゼンマンネングサ ○ - 

イヌハギ ○ - 

ヒメミソハギ ○ ○ 

ミズマツバ ○ ○ 

センブリ ○ - 

ムラサキセンブリ ○ - 

フナバラソウ ○ - 

スズサイコ ○ - 

ダンギク ○ - 

キセワタ ○ - 

ホソバヤマジソ ○ - 

ヤマジソ ○ - 

イガホオズキ ○ - 

シソクサ ○ ○ 

ミミカキグサ ○ ○ 

ツルギキョウ ○ - 

ヤナギスブタ ○ ○ 

スブタ属の一種 ○ ○ 

ミズオオバコ ○ ○ 

イトトリゲモ ○ ○ 

イトラッキョウ ○ - 

ノヒメユリ ○ - 

ヒナノシャクジョウ ○ - 

エビネ ○ - 

キエビネ ○ - 

エビネ属の一種 ○ - 

ユウシュンラン ○ - 

キンラン ○ - 

キンラン属の一種 ○ - 

ナギラン ○ - 

カキラン ○ ○ 

カゲロウラン ○ - 

ヒメノヤガラ属の一種 ○ - 

ムヨウラン ○ - 

ムヨウラン属の一種 ○ - 

ヒメフタバラン ○ - 

ボウラン ○ - 

注：「○」は選定、「－」は選定しないことを示す。 
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ⅰ. 分布・生態的特徴 

種 名 分布・生態的特徴(1) 

シナミズニラ 

沼や川に生じる夏緑性水生シダ。外見はミズニラとほとんど同じである。塊茎は径約

2cm、浅く 3 分する。葉は長さ 15-30cm、幅 1-2mm、先端はしだいに細くなってとがる。

胞子嚢を包む蓋膜はやや不完全である。 

参考：「改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物 8〔植物 I 維管束植物〕」(環境庁

野生生物課、平成 12 年) 

シジキカンアオイ 

長崎県北西部の平戸島南部志々岐山のみに分布する特異的なカンアオイ類である。サン

ヨウアオイ（A.hexaioum）の変種として扱われてきたが、全体が小型で､特に葉の上面の

脈が陥入して細かいしわ状に見える鈍頭で肉厚の小円形であることや、花が 10～13mm

と小型で、上部で強くくびれた汚紫褐色のがく筒をもつことなどから独立種となった。

花期は大体 4 月である。 

参考：｢長崎県のレッドデータブック 2001｣(長崎県、平成 13 年) 

ウンゼンカンアオイ 

九州西部に分布する。山地の林床に生育する多年草である。茎はほとんど発達せず、地

上には模様の入った長楕円形の葉を 3～10 枚程度ひろげる。花は 5 月、根元に紫褐色の

花を咲かせる。 

参考：｢長崎県のレッドデータブック 2011（普及版）｣(長崎県、平成 24 年) 

モウセンゴケ 

北海道～九州に分布する。日当たりの良い酸性湿地にはえる多年草である。6～8 月、高

さ 20cm の花茎が出て、総状花序がつく。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅱ 離弁花類｣(平凡社、昭和 57 年) 

ウンゼンマンネングサ 

本州(瀬戸内地方)・四国(小豆島)・九州北部に分布する。山地の岩上にはえる多年草で

ある。花期は 6～7 月。花序は集散状。花は 5 数生、ほぼ柄はない。 

参考：｢長崎県のレッドデータブック 2001｣（長崎県、平成 13 年) 

｢長崎県のレッドデータブック 2011（普及版）｣(長崎県、平成 24 年) 

イヌハギ 

本州～琉球に分布する。川原や海に近い日当たりの良い砂地にはえる半低木である。花

期は 7～9 月。花は帯黄白色、長さ 8～10mm、長い総状花序に多数つく。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅱ 離弁花類｣(平凡社、昭和 57 年) 

ヒメミソハギ 

本州～琉球に分布する。水田や湿地にはえる 1 年草である。花期は 9～11 月。花は集散

花序をなし、腋生する花径は約 1.5mm。萼筒は鐘形、長さ約 1.5mm、4 裂片は 3 角形。

花弁は小さく 4 個で、倒卵形、淡紫色。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅱ 離弁花類｣(平凡社、昭和 57 年) 

ミズマツバ 

水田や湿地などに生育する一年生草本で、国内では本州、四国、九州、沖縄に分布する。

8～10 月頃に開花する。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅱ 離弁花類｣(平凡社、昭和 57 年) 

センブリ 

北海道西南部～九州に分布する。山野の日当たりにはえる 1 年草、越年草である。花は

8～11 月、円錐状につき、5 数生、萼裂片は線形～線状披針形で、長さ 5～11mm。花冠

は白色で 5 裂し、裂片は広披針形で紫脈があり、長さ 12～15mm、基部付近に 2 個の蜜

腺溝がある。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅲ 合弁花類｣(平凡社、昭和 56 年) 

ムラサキセンブリ 

本州（関東地方以西）～九州に分布する。日当たりのよい草地などにはえる 20～50cm

の多年草である。花は淡紫色で紫色のすじがある。花期は 8～11 月。 

参考：｢山渓ハンディ図鑑 1 野に咲く花｣(山と溪谷社、平成元年) 

フナバラソウ 

北海道～九州まで分布する。山野の草地にはえるややまれな多年草である。花序はごく

短い総花柄があってやや密に花をつけ、小花柄は 5～10mm、萼とともに密に毛がある。

花冠は濃褐紫色で内面無毛、外面は短毛があり、経 12～14mm。副花冠は楕円形で蘂柱

とほぼ同高。花期は 6 月。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅲ 合弁花類｣(平凡社、昭和 56 年) 

スズサイコ 

北海道～九州に分布する。日当たりのよいやや乾いた草地にはえる多年草である。花期

は 7～8 月、花は早朝に開き、日が当たると閉じる性質がある。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅲ 合弁花類｣(平凡社、昭和 56 年) 

ダンギク 

九州北部・対馬に分布する。日当たりのよい草地にはえる多年草である。花は 9～10 月、

茎の上部に対生する集散花序に密につく。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅲ 合弁花類｣(平凡社、昭和 56 年) 

キセワタ 

山や丘陵の草地などに生育する多年生草本で、国内では北海道、本州、四国、九州に分

布する。8～9 月頃に開花する。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅲ 合弁花類｣(平凡社、昭和 56 年) 
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種 名 分布・生態的特徴(2) 

ホソバヤマジソ 

本州（中国地方）、九州に分布する。日当たりのよい丘陵地にはえるややまれな 1 年草

である。花期は 9～10 月。 

参考：｢日本の野生植物 草本Ⅲ 合弁花類｣(平凡社、昭和 56 年) 

ヤマジソ 

北海道～九州に分布する。日当たりの良い丘陵地や裸地にはえる 1 年草である。花穂は

1～4cm で密に花をつけ、9～10 月に開花する。 

参考：｢日本の野生植物 草本Ⅲ 合弁花類｣(平凡社、昭和 56 年) 

イガホオズキ 

北海道～九州に分布する。山地の林縁にはえる多年草である。6～8 月、葉腋に 1～4 個の

下垂する花をつける。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅲ 合弁花類｣(平凡社、昭和 56 年) 

シソクサ 

本州（関東以西）、四国、九州、琉球南部に分布する。湿地にはえる 1 年草である。9～

10 月、上部の葉腋から 7～15mm の細い花柄を伸ばし 1 花つける。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅲ 合弁花類｣(平凡社、昭和 56 年) 

ミミカキグサ 

本州～琉球に分布する。多年草である。湿地生ではあるが、泥、ミズゴケ、砂などいろ

いろなものの上に生育することができるので、水位の変化する溜池の縁にも多く生育

し､水位が下がった時には水面上 1m をこえるような所にみかけることもまれではない。

8～10 月に高さ 5～15cm の花軸を出し、黄色で長さ 3.5mm 位の花を 2～7 個つける。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅲ 合弁花類｣(平凡社、昭和 56 年) 

ツルギキョウ 

本州(関東以西)～九州に分布する。山地にまれにはえる、つる性の無毛の多年草である。

花は 6～10 月、葉腋に単生し、長さ 1～2cm の柄があって下垂する。 

参考：｢日本の野生植物 草本Ⅲ 合弁花類｣(平凡社、昭和 56 年) 

ヤナギスブタ 
本州～琉球に分布する。水田や溝にはえる沈水性の 1 年草。8～10 月に両生花をつける。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

スブタ属の一種 

現地確認種はスブタ、マルミスブタの可能性が考えられる。 

スブタ：本州～琉球に分布する。水田や溝にはえる 1 年草。8～10 月に開花し、両性花

をつける種子は尾状突起の部分を除くとだ円形で長さ約 1.5mm、表面に細かい突起が散

在し、両端には長さ 14mm にもなる尾状突起がある。 

マルミスブタ：本州～九州に分布する。スブタににているが、種子に尾状突起がなく、表

面に縦方向に稜があり、細かい突起が散在する。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 56 年) 

ミズオオバコ 

本州・四国・九州に分布する。県内各地に記録がある。日当たりの良い浅い溜池や水田

などの水中に生える 1 年または多年草。 

参考：「佐世保市レッドデータブック 2002 年－佐世保の希少な野生動物植物－」（平

成 14 年、佐世保市環境部環境保全課） 

イトトリゲモ 

本州～九州に分布する。池や水田の中にはえる 1 年草である。雌雄同株で二個の雌花を

夏～秋につける。 

参考：｢ため池と水田の生き物図鑑 植物編｣(トンボ出版、平成 17 年) 

イトラッキョウ 

長崎県平戸島にはえる多年草である。花は 11 月、花被片は広卵形で先は円く、長さ約

5mm、紅紫色まれに白色。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

ノヒメユリ 

山地の草原などに生育する多年生草本で、国内では四国、九州、沖縄に分布する。8 月

頃に開花する。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

ヒナノシャクジョウ 

本州（関東以西）から屋久島と沖縄離島に分布する。暗い常緑林内にはえる。花は 8～

10 月。白色で柄がなく、やや頭状に集まる。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

｢山渓ハンディ図鑑 2 山に咲く花｣(山と溪谷社、平成 8 年) 

エビネ 

北海道西南部から琉球に分布する。雑木林の下などにはえる多年草である。花序は短毛

があり、4～5 月、ややまばらに 8～15 花をつける。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

キエビネ 

本州（和歌山県・山口県など）・四国・九州に分布する。森林樹林下にはえる多年草であ

る。エビネに似ているが、全体に大型で花色が黄色、唇弁の中裂片が 2 裂しない点が異

なる。花は 4～5 月。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

｢山渓ハンディ図鑑 2 山に咲く花｣（山と溪谷社、平成 8 年) 
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種 名 分布・生態的特徴(3) 

エビネ属の一種 
現地確認種はエビネ、キエビネの可能性が考えられる。一般生態は上記エビネ、キエビ

ネの項目を参照。 

ユウシュンラン 

北海道から九州まで分布する。ギンランの変種で、葉がほとんどないのが特徴。光合成

による独立栄養から菌根菌による従属栄養に方向転換したランと考えられる。ギンラン

より小さく、通常高さ 10cm 以下。茎の中部の長さ 1cm 程度の小さな葉があり、先端に

1～3 個の花がつく。花期は 5 月。 

参考：｢レッドデータプランツ｣(山と溪谷社、平成 15 年) 

キンラン 

本州から九州に分布する。山や丘陵地の疎林下にはえる多年草である。4～6 月、黄色の

花を 3～12 個つける。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

キンラン属の一種 

ギンランは本州から九州に分布する。林内にはえる多年草である。5 月～6 月白色の数

花をつける。 

現地確認種はキンラン、ギンランの可能性が考えられる。キンランについてはキンラン

の項目を参照。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

｢山渓ハンディ図鑑 2 山に咲く花｣(山と溪谷社、平成 8 年) 

ナギラン 

本州（関東南部以西）から琉球に分布する。常緑広葉樹林の林床にはえる多年草である。

6～7 月、白色でわずかに淡紫色を帯びる 2～4 花をまばらにつける。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

カキラン 

北海道から九州に分布する。日当たりの良い湿地にはえる多年草である。6～8 月、黄褐

色の 10 個あまりの花がつく。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

カゲロウラン 

四国（高知県）、九州南部、屋久島、琉球に分布する。常緑林下にはえる多年草である。

ヤクシマアカシュスランに似るが、花は白色、花序は 2～10 花で少ない。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

ヒメノヤガラ属の一種 

現地確認種はヤクシマアカシュスラン、カゲロウランの可能性が考えられる。カゲロウ

ランについては、カゲロウランの項目を参照。 

ヤクシマアカシュスランは、伊豆七島（三宅島、神津島）、九州南部、屋久島、種子島、

琉球に分布する。常緑樹林下にはえる多年草である。8～9 月まばらに 3～5 個の帯紅色

の小花をつける。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

ムヨウラン 

本州（東北地方南部以南）・四国・九州に分布する。常緑林下にはえる地生の無葉緑腐生

植物である。花期は 5～6 月で、花は数個つき、長さ約 2cm、頭状で平開しない。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

ムヨウラン属の一種 現地確認種はムヨウランの可能性が考えられる。ムヨウランの項目を参照。 

ヒメフタバラン 

本州（宮城県・山形県以南）から琉球に分布する。山中樹林下にはえる多年草である。

花は 3～5 月、2～6 花がまばらにつく。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 

ボウラン 

本州（近畿地方南部）から琉球に分布する。人里に近い所のクロマツ、クスノキ、カキ

などの樹幹に着生する多年草である。7～8 月、節から短い花序を出し、穂状花序に 2～

5 花をつける。 

参考：｢日本の野生植物 草本 Ⅰ 単子葉類｣(平凡社、昭和 57 年) 
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ⅱ. 影響予測 

（ⅰ）改変による生育環境の減少・喪失 

種 名 改変による生育環境の減少・喪失(1) 

シナミズニラ 
対象事業実施区域内では確認されていないこと、本種の生育している池沼は改変

されないことから、改変による影響はないと予測する。 

シジキカンアオイ 

モウセンゴケ 

イヌハギ 

ヒメミソハギ 

センブリ 

フナバラソウ 

キセワタ 

ミミカキグサ 

イトラッキョウ 

カキラン 

ムヨウラン属の一種 

対象事業実施区域内では確認されていないことから、改変による影響はないと予測

する。 

エビネ 

事業の実施により、1 地点 8 株が消失するが、全体で 49 地

点 477 株が残存する。また、残存する生育地のうち、対象

事業実施区域内の 22 地点についてはいずれも改変されな

い。 

環境保全措置とし

て、工事関係者の工

事区域外への必要以

上の立ち入りを制限

すること、計画当初

より基数を減らすこ

と、また、改変に伴い

消失する株について

は関係機関と調整の

上、寄贈することに

より、個体群の保全

に努めることから、

事業による影響は小

さいものと予測す

る。 

エビネ属の一種 

事業の実施により、1 地点 1 株が消失するが、全体で 102 地

点 656 株が残存する。また、残存する生育地のうち、対象

事業実施区域内の 39 地点についてはいずれも改変されな

い。 

ウンゼンカンアオイ 対象事業実施区域内では 41 地点で生育が確認されている。 

生育地は改変されな

いこと、さらに、環境

保全措置として、工

事関係者の工事区域

外への必要以上の立

ち入りを制限するこ

とから、事業による

影響はないと予測す

る。 

ウンゼンマンネングサ 対象事業実施区域内では 6 地点で生育が確認されている。 

ミズマツバ 対象事業実施区域内では 1 地点で生育が確認されている。 

ムラサキセンブリ 対象事業実施区域内では 5 地点で生息が確認されている。 

スズサイコ 対象事業実施区域内では 1 地点で生育が確認されている。 

ダンギク 対象事業実施区域内では 15 地点で生育が確認されている。 

ホソバヤマジソ 対象事業実施区域内では 1 地点で生育が確認されている。 

ヤマジソ 対象事業実施区域内では 2 地点で生育が確認されている。 

イガホオズキ 対象事業実施区域内では 1 地点で生育が確認されている。 

ツルギキョウ 対象事業実施区域内では 4 地点で生育が確認されている。 

スブタ属の一種 対象事業実施区域内では 1 地点で生育が確認されている。 

ミズオオバコ 対象事業実施区域内では 1 地点で生育が確認されている。 

イトトリゲモ 対象事業実施区域内では 1 地点で生育が確認されている。 

ノヒメユリ 対象事業実施区域内では 1 地点で生育が確認されている。 

ヒナノシャクジョウ 対象事業実施区域内では 5 地点で生育が確認されている。 
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種 名 改変による生育環境の減少・喪失(2) 

キエビネ 対象事業実施区域内では 12 地点で生育が確認されている。 

生育地は改変されな

いこと、さらに、環境

保全措置として、工事

関係者の工事区域外

への必要以上の立ち

入りを制限すること

から、事業による影響

はないと予測する。 

ユウシュンラン 対象事業実施区域内では 4 地点で生育が確認されている。 

キンラン 対象事業実施区域内では 3 地点で生育が確認されている。 

キンラン属の一種 対象事業実施区域内では 15 地点で生育が確認されている。 

ナギラン 対象事業実施区域内では 1 地点で生育が確認されている。 

カゲロウラン 対象事業実施区域内では 2 地点で生育が確認されている。 

ヒメノヤガラ属の一種 

事業の実施により、1 地点 1 株が消失するが、対象事業実

施区域内の 3 地点についてはいずれも改変されない。 

なお、改変区域内に生育していたヒメノヤガラ属の一種は

何らかの要因で消失した可能性があり、追加調査時には確

認されなかった。 

ムヨウラン 対象事業実施区域内では 3 地点で生育が確認されている。 

ヒメフタバラン 対象事業実施区域内では 3 地点で生育が確認されている。 

ボウラン 対象事業実施区域内では 1 地点で生育が確認されている。 

シソクサ 対象事業実施区域内では確認されていないこと、本種の生育している水田及び休耕

田は改変されないことから、改変による影響はないと予測する。 ヤナギスブタ 

 

（ⅱ）濁水の流入による生育環境の悪化 

種 名 濁水の流入による生育環境の悪化 

シナミズニラ 
モウセンゴケ 
ヒメミソハギ 
ミズマツバ 
シソクサ 
ミミカキグサ 
ヤナギスブタ 
スブタ属の一種 
ミズオオバコ 
イトトリゲモ 
カキラン 

工事により発生する濁水は、環境保全措置として、土砂流出防止柵や沈砂池等を設
置することにより濁水等の流出を防止することから、生育環境への影響は小さい
ものと予測する。 

 

〇事業実施により消失する対象種 

種名 
消失数 

（A） 

調査範囲 

（B） 

対象事業実施

区域内 

調査範囲での確認数に

対する消失割合（％） 

（A）/（B） 

エビネ 多年草 
1 地点 8 株が

消失する。 
50 地点 485 株の確認 

22 地点は改

変されない。 

地点数  2.00％ 

個体数 約 1.65％ 

エビネ属の一種 多年草 
1 地点 1 株が

消失する。 

103 地点 657 株の確

認 

39 地点は改

変されない。 

地点数 約 0.97％ 

個体数 約 0.15% 

 

(ｳ) 重要な群落 

対象事業実施区域内外において重要な群落は確認されなかった。 
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(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に関する評価 

造成等の施工による重要な種及び重要な群落への一時的な影響並びに地形改変

及び施設の存在による重要な種及び重要な群落への影響を低減するための環境保

全措置は次のとおりである。 

• 作業ヤードとしての造成範囲は地形の起伏を考慮し、必要最小限にとどめる。

また、風力発電機の設置及び搬入路の敷設に伴う樹木の伐採や改変を必要最

小限にとどめる。 

• 改変区域外への必要以上の立ち入りを制限することにより、植物の生育環境

を保全する。 

• 造成により生じた法面には、郷土種を主とした緑化を行う。 

• 計画当初においては 19 基の風力発電機を予定していたが、準備書段階では 17

基に削減、また評価書段階では 11 基に削減することにより、改変面積の縮小

といった環境への影響を軽減するための計画に変更した。 

• 風力発電機や搬入路の建設の際に掘削される土砂等に関しては、土砂流出防

止柵や沈砂池等を設置することにより流出を防止し、必要以上の土地の改変

を抑え、植物の生育環境への影響を最小限にとどめる。 

• 重要な植物の生育環境の保全を基本とするが、計画上やむを得ない場合には

専門家の助言を受け、関係機関と調整の上、寄贈する。 

• 定期的に会議等を行い、工事関係者に環境保全措置の内容について、周知徹

底する。 

 

これらの環境保全措置を講じることにより、造成等の施工による重要な種及び重

要な群落への一時的な影響並びに地形改変及び施設の存在における重要な種及び

重要な群落への影響は、実行可能な範囲内で回避、低減が図られているものと評価

する。 
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ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討 

(ｱ) 国による基準又は目標 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律第 75

号）、「文化財保護法」（昭和 25 年法律第 214 号）、「自然環境保全法」（昭和 47

年法律第 85 号）、「生物多様性国家戦略 2012-2020」（平成 24 年 9 月 28 日閣議決

定）といった観点から、以下に示す基準又は目標とも整合するものと評価する。 

・ 自然環境を保全することが特に必要な区域における土地の形状の変更、工作物

の新設等、及び自然環境の適正な保全に支障を及ぼすおそれがないよう配慮す

ること 

・ 採捕、損傷その他の行為であって、保護することが必要な野生生物の適正な保

護に支障を及ぼすおそれがないよう配慮すること 

・ 学術上貴重で日本の自然を記念する動物（生息地、繁殖地、渡来地を含む）、

植物（自生地を含む）として指定された天然記念物等の現状変更や、指定され

た天然記念物等に影響を及ぼさないよう配慮すること 

・ 東日本大震災を踏まえた今後の自然共生社会のあり方を示すことを目的とし、

自然環境に配慮した事業計画・実施を目指すこと 

 

(ｲ) 長崎県による基準又は目標 

「長崎県環境基本計画」（長崎県、平成 28 年）では、目指すべき環境像として「海・

山・人 未来につながる環境にやさしい長崎県」を掲げており、「低炭素社会づくり」、

「人と自然が共生する地域づくり」などの基本目標が掲げられている。また、「長崎

県生物多様性保全戦略 2014－2020」（長崎県、平成 26 年）では、2050 年目標として

「種の絶滅を回避する」、「多様な生態系の保全・再生を図る」、「持続可能な利用を進

める」、「生物多様性への関心を高め、行動へとつなげる」、「生物多様性に配慮した取

組を広げる」の 5 つを掲げており、その目標を達成するために、重点的に取り組むべ

き行動の方向性を「行動目標」として掲げている。その中で、「自然環境の監視と種

の保護・生態系の保全を強化」や「多様な地域資源の活用を進める」といった観点か

ら、以下に示す基準又は目標とも整合するものと評価する。 

・ 自然環境の監視・調査研究の推進 

・ 野生動植物種の保護、生態系の保全と再生 

・ 種の絶滅を回避する 

・ 多様な生態系の保全、再生を図る 

・ 持続可能な利用を進める 
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